
国
際
標
準
化
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

スマートグリッドなどの要である蓄電システムの国際標準化は日本が
優位な立場にある（住友電気工業のレドックスフロー電池）

　
製
造
業
の
国
際
競
争
力
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
、
官
民
の
国
際
標
準
化
活
動
だ
。
世
界
初
の
技
術
開
発
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
夢
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
進
国
中
心
に
仲
間
集
め
を
し
て
市
場
形
成
し
て
い
か
な
い
と
、
宝

の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
オ
ー
プ
ン
化
一
辺
倒
で
は
な
く
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
と
絶
妙

の
配
分
を
導
き
出
す
の
が
企
業
の
知
的
財
産
戦
略
の
大
き
な
柱
と
な
る
。
技
術
で
勝
っ
て
、
標
準
化
で
勝
っ
て
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

で
勝
つ
―
。
こ
れ
が
日
本
の
新
た
な
旗
印
だ
。

今
年
か
ら
Ｉ
Ｅ
Ｃ
会
長
に
就
任
し
た
野
村
氏
は
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
ー
な
ど
の
標
準
化
に
力
を
入
れ
る
方
針

国際標準化機関の議長や幹事ポストの獲得は日本にとって重要
（国際標準化機関の技術専門委員会の会議）

企
業
の
駆
け
込
み
寺

日
本
の
新
た
な
「
旗
印
」

標準化で勝ってビジネスで勝つ

埋もれる宝掘り起こし

世
界
第
３
位
目
標
に

「技術立国」国際提案無駄なく推進
産
業
界
も
体
制
整
備

情
報
交
換
で
方
針
共
有

明確に戦略立案分野ごと強み生かす

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 　　

　
産
業
界
で
も
国
際
標
準
化

の
重
要
性
を
す
で
に
認
識

し
、
社
内
体
制
を
整
備
し
て

い
る
企
業
は
少
な
く
な
い
。

代
表
的
な
の
は
日
立
製
作
所

や
東
芝
、
三
菱
電
機
な
ど
の

電
機
大
手
だ
。

　
日
立
は
グ
ル
ー
プ
横
断
の

標
準
化
委
員
会
を
設
け
、
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
、
社
内
カ

ン
パ
ニ
ー
、
グ
ル
ー
プ
会

社
、
事
業
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ

標
準
化
委
員
を
配
置
し
て
い

る
。
日
立
製
作
所
本
体
と
主

要
グ
ル
ー
プ
会
社
の

部
門

の
最
高
技
術
責
任
者

Ｃ
Ｔ

Ｏ

級
で
構
成
す
る
。

　
「
委
員
会
で
は
い
ろ
い
ろ

な
情
報
の
交
換
、
方
針
の
共

有
を
行
っ
て
い
る
」

日
立

製
作
所

と
い
う
。
委
員
会

の
主
査
は
日
立
製
作
所
Ｃ
Ｔ

Ｏ
の
小
豆
畑
茂
副
社
長
が
務

め
て
お
り
、
標
準
化
に
対
す

る
経
営
陣
の
理
解
度
を
示
し

て
い
る
。

　
東
芝
は
も
と
も
と
創
業
か

ら
国
際
標
準
化
と
縁
の
深
い

会
社
だ
。
１
９
０
６
年
に
英

国
・
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た

Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
設
立
準
備
会
議
に

日
本
代
表
で
出
席
し
た
の
が

創
業
者
の
一
人
で
あ
る
藤
岡

市
助
氏
だ
っ
た
。
ま
た
、
第

代
Ｉ
Ｅ
Ｃ
会
長
に
同
社
の

元
副
社
長
だ
っ
た
高
柳
誠
一

氏
を
輩
出
し
た
こ
と
も
あ
る

ほ
ど
だ
。

　
つ
な
が
り
の
深
い
同
社
が

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世

代
電
力
網

関
連
の
標
準
化

活
動
。
そ
の
一
例
が
、

年

に
経
産
省
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
制
度
を
初
め
て
活
用

し
た
電
力
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

だ
。
同
社
と
日
立
が
Ｉ
Ｅ
Ｃ

に
Ｔ
Ｃ
設
立
を
共
同
提
案
し

て
承
認
さ
れ
た
。
「
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
さ

ら
に
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

や
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
実
現
に
向
け
て
重
要

だ
」

東
芝

と
意
義
を
強

調
す
る
。

　
そ
の
Ｔ
Ｃ
の
国
際
幹
事
は

東
芝
か
ら
人
材
を
派
遣
し
て

お
り
、
日
本
主
導
で
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
規
格
づ
く
り
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
「
日
本

の
強
み
を
生
か
せ
る
国
際
標

準
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
対
応
を
行
っ
て
い
き
た

い
」

東
芝

と
意
気
込
み

を
語
る
。

　
三
菱
電
機
は
社
会
イ
ン
フ

ラ
関
連
事
業
が
多
く
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
国
際
デ

ジ
ュ
ー
ル
標
準
に
力
を
注
い

で
い
る
。
事
業
ご
と
に
明
確

な
戦
略
を
立
て
て
、
国
際
標

準
化
活
動
を
進
め
て
い
る
。

昇
降
機
、
宇
宙
・
衛
星
、
鉄

道
車
両
用
電
気
機
器
に
つ
い

て
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
中
心
に
、
一

方
で
、
工
場
の
自
動
化
や
電

力
機
器
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
を
中
心
に
取

り
組
む
。

　
さ
ら
に
暗
号
・
映
像
の
符

号
化
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ

電
子
看
板

、
光
通

信
、
衛
星
放
送
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や

Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
ほ
か
、
国
際
電
気

通
信
連
合

Ｉ
Ｔ
Ｕ

や
関

連
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
活
動

し
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
の
議
長
や

主
査
を
は
じ
め
、
国
際
標
準

化
団
体
で
の
役
職
者
は
計

人
を
輩
出
し
て
い
る
。
加
え

て
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
上
層
委
員
会

で
あ
る
市
場
戦
略
評
議
会

Ｍ
Ｓ
Ｂ

の
委
員
も
務
め

て
い
る
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
液
晶
テ

レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
多
く
の
家
電
製
品
も
手
が

け
て
お
り
、
デ
フ
ァ
ク
ト
標

準
か
ら
デ
ジ
ュ
ー
ル
標
準
ま

で
幅
広
く
標
準
化
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
音
響
・
映
像

Ａ
Ｖ

機
器
は
市
場
競
争

の
結
果
で
決
ま
る
デ
フ
ァ
ク

ト
標
準
、
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
標

準
、
消
費
電
力
測
定
法
や
電

気
安
全
な
ど
は
デ
ジ
ュ
ー
ル

標
準
と
使
い
分
け
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
は
日
本
に
と

っ
て
国
際
標
準
化
分
野
で
飛

躍
の
年
に
な
る
。
１
月
か
ら

国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ

Ｃ

会
長
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

顧
問
の
野
村
淳
二
氏
が
就

任
。
日
本
人
と
し
て
３
人
目

の
会
長
と
な
っ
た
。
ま
た
、

月
に
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
東
京
大
会

が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら

約
１
５
０
０
人
が
参
加
す
る

予
定
だ
。
安
倍
晋
三
政
権
の

成
長
戦
略
「
日
本
再
興
戦

略
」
で
も
、

年
末
ま
で
に

国
際
標
準
化
機
関
の
幹
事
国

引
受
件
数
を

年
比
で
２
割

増
や
し
て
ド
イ
ツ
、
米
国
に

次
ぐ
世
界
第
３
位
に
入
る
目

標
を
打
ち
出
し
た
。

　
そ
の
節
目
の

年
３
月
初

め
に
、
経
済
産
業
省
は
新
た

な
標
準
化
官
民
戦
略
の
検
討

に
着
手
し
た
。
大
方
針
は
、

日
本
国
内
に
埋
も
れ
て
い
る

先
端
技
術
の
掘
り
起
こ
し

だ
。
経
産
省
幹
部
は
宝
が

ま
だ
ま
だ
眠
っ
て
い
る
も
の

の
、
複
数
の
障
害
が
そ
れ
を

阻
ん
で
い
る
と
の
危
機
意
識

を
強
め
て
い
る
。
簡
単
に
言

え
ば
、
旧
態
依
然
と
し
て
産

業
構
造
な
ど
だ
。

　
「
新
技
術
は
既
存
の
産
業

団
体
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
」

経
産
省
幹
部

と
断
言
す

る
。
失
わ
れ
た

年
か
ら

の
再
興
を
目
指
す
産
業
界
に

と
っ
て
、
新
規
事
業
の
創
出

は
死
活
問
題
だ
。
そ
の
企
業

活
動
の
足
か
せ
に
な
り
か
ね

な
い
障
害
が
標
準
化
分
野
に

存
在
す
る
の
だ
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
が
良
い
例
だ
。

所
管
官
庁
や
産
業
団
体
が
明

確
で
は
な
い
た
め
、
企
業
が

保
有
技
術
を
標
準
化
し
た
い

場
合
に
持
ち
込
み
先
が
分
か

ら
な
い
、
と
の
声
は
少
な
く

な
い
。
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

や
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
規

格
を
国
際
提
案
し
た
り
、
審

議
し
た
り
す
る
場
合
に
は
通

常
、
既
存
の
産
業
団
体
が
国

内
の
審
議
役
を
担
う
。

　
新
技
術
が
既
存
の
複
数
の

産
業
分
野
に
ま
た
が
る
例
が

増
え
て
お
り
、
建
築
材
料
や

医
療
機
器
も
そ
れ
に
当
て
は

ま
る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ

チ
ト
ッ
プ
企
業
」
と
呼
ば
れ

る
、
独
自
技
術
で
世
界
と
戦

う
中
小
企
業
も
苦
し
ん
で
い

る
。
「
先
端
す
ぎ
た
り
、
１

社
し
か
手
が
け
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
技
術
は
標
準
化
さ

れ
な
い
」

同

と
い
う
。

何
十
、
何
百
社
が
参
加
す
る

産
業
団
体
で
は
取
り
扱
い
に

く
く
、
大
企
業
に
比
べ
て
余

力
の
少
な
い
中
小
企
業
な

ら
、
な
お
さ
ら

ロ
ビ
ー
活

動

に
消
極
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ら
課
題
に
対
し
て
、

経
産
省
は
新
た
な
標
準
化
制

度
を
準
備
し
て
い
る
。
日
本

規
格
協
会

Ｊ
Ｓ
Ａ

に
、

国
内
の
標
準
化
の
総
合
窓
口

機
能
を
与
え
る
仕
組
み
を
検

討
中
。
日
本
工
業
規
格

Ｊ

Ｉ
Ｓ

や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

規
格
を
提
案
し
た
い
企
業
の

駆
け
込
み
寺
と
な
り
、
規

格
の
原
案
作
成
や
国
内
審
議

の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
わ

せ
る
の
が
目
的
。

　

年
に
経
産
省
が
創
設
し

た
ト
ッ
プ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制

度
。
企
業
が
産
業
団
体
な
ど

の
合
意
形
成
を
経
ず
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
な
ど
に
国
際
提
案
で
き
る

仕
組
み
だ
。
従
来
数
年
か
か

っ
て
い
た
合
意
形
成
期
間
を

な
く
し
、
数
カ
月
で
国
際
提

案
ま
で
持
っ
て
い
け
る
の
が

利
点
だ
っ
た
。
た
だ
、
制
度

の
活
用
案
件
は
３
月
時
点
で

５
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
審
議
を
担
う
国
際
標
準
化

機
関
の
技
術
専
門
委
員
会

Ｔ
Ｃ

に
提
案
し
て
も
、

す
で
に
登
録
さ
れ
た
国
内
団

体
し
か
実
質
参
加
で
き
な

い
。
結
局
、
団
体
の
協
力
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
標
準

化
作
業
が
円
滑
に
進
ま
な
い

恐
れ
が
あ
る
。
ト
ッ
プ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
制
度
の
活
用
が
広

が
ら
な
い
一
因
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、

Ｊ
Ｓ
Ａ
に
新
た
な
役
目
を
与

え
る
方
針
だ
。

　
標
準
化
官
民
戦
略
の
も
う

一
つ
の
目
玉
は
、チ
ー
フ
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
サ

ー

Ｃ
Ｓ
Ｏ

と
呼
ぶ
最
高

標
準
化
責
任
者
の
設
置
の
呼

び
か
け
だ
。
虎
の
子
の
自
社

技
術
を
公
開
す
る
か
、
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
か
は

高
度
な
経
営
判
断
を
要
す

る
。
た
だ
、
現
状
、
標
準
化

担
当
部
署
は
社
内
の
知
的
財

産
部
門
の
一
部
で
あ
る
場
合

が
多
く
、
経
営
陣
の
積
極
的

な
関
与
が
難
し
い
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
新
設

す
る
こ
と
で
、
標
準
化
に
対

す
る
企
業
ト
ッ
プ
ら
の
理
解

を
深
め
る
効
果
が
期
待
で
き

そ
う
だ
。

　
技
術
立
国
を
掲
げ
る
日
本

は
、
国
内
に
お
い
て
国
際
標

準
化
の
タ
ネ
を
無
駄
な
く
す

く
い
上
げ
る
こ
と
が
国
際
競

争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
の

は
間
違
い
な
い
。


